
時間 イベント 発表者 講演内容

13:40-13:50 開会

核融合科学研究所

技術部長

小林　策治

13:50-14:50 特別講演

核融合科学研究所

核融合システム研究系

田村　仁　准教授

「核融合炉概念設計における有限要素法活用の現状」

核融合炉では強大な電磁力を受けるマグネットやプラズマからの超高熱負荷を受けるブラン

ケット・ダイバータ構造物など、過酷な環境下にある機器の設計が求められる。また、ヘリカ

ル型核融合炉のような大型で複雑な構造物の解析には３次元CADとの連動や、十数メートル規

模となる装置全体と数センチ単位からなる構造機器の一貫した評価が求められる。このような

解析を行うためには有限要素法の活用が必要不可欠であり、その現状と解析結果に対する健全

性評価の基本的な考え方について紹介する。

14:50-15:00 休憩

15:00-15:25

量子科学技術

研究開発機構

本間　寛人　様

「プラズマディスラプションによるポートプラグに発生する電磁力」

計測器を収納している長尺な円筒管であるポートプラグに対し、5.5MAのプラズマが4msecで

消滅した際に発生する電磁力がどの程度になるのか＆持つのかを調べる

15:25-15:50
核融合科学研究所

村瀬 尊則

「設計者によるCAE解析の取り組み ~サエスゲッターポンプの設計~」

近年、設計者自身が設計業務の一環として有限要素法等の解析を度々実施して設計検討を行え

るようになった。このような「設計者CAE」により試作数を削減し開発時間の短縮や開発コス

トの削減に貢献できるとされており、本研究所においても設計者CAEの取り組みを進めてい

る。本件ではLHD真空容器内で使用するサエスゲッターポンプの設計を例に構造解析、熱解析

の事例を紹介する。

15:50-16:15

高エネルギー加速器

研究機構

森川 祐 様

「ビームダンプ開発における構造解析」

ビームダンプ/ビーム標的はビームが入射される装置であり、ビームダンプはビームを止める

こと、ビーム標的は(2次粒子として中性子を発生させるなど)特定反応の誘起を目的としてい

る。これら装置にはビーム入射により熱が生じるため、装置の除熱性能や発生する熱応力が材

料強度を越えないか評価する必要がある。また、高強度ビームの入射では誘起される圧力波現

象の理解も欠かすことができず(特に流体によるビームダンプでは圧力波によるキャビテーショ

ンが確認されている)、必要に応じて熱衝撃解析も行う。今回はこれらの解析事例として、アル

ミニウム合金製ビームダンプでの熱応力解析と水ビームダンプでの圧力波解析について報告す

る。

16:15-16:30 休憩

16:30-16:55
九州大学

中野 智 様

「太陽電池用多結晶シリコン育成時における融液内酸素濃度の坩堝回転数依存性」

太陽電池用多結晶シリコンに含まれる酸素は、変換効率低下の要因となる。このため、高効率

の太陽電池を作製するためには、結晶中酸素濃度の制御が重要である。結晶中酸素は、結晶成

長時に坩堝壁から融液を介して取り込まれていることが知られている。今回我々は、坩堝回転

によって対流を制御することで、融液内の酸素濃度を低減することを目的として、数値計算に

よる解析を行った。

16:55-17:20
分子科学研究所

中村 永研 様

「UVSORでの有限要素解析を用いた事例紹介」

分子研UVSORでは、加速器電磁石の磁場解析並びに放射光利用に付随する装置製作において、

有限要素解析を利用してきたのでこれらの事例を紹介する。また、解析の問題点として各種解

析の連携が必要である事が分かってきたので、合わせて報告する。

17:20-17:45
核融合科学研究所

河合　将照

「汎用CADソフトにおける構造解析機能の有効性検証」

最近の3D-CADソフトには簡易的な構造解析機能が備わっており、CADと同じプラットホーム

で構造解析ができるため、操作性が良く、気軽に構造を検証することが可能となった。本件で

は、このような汎用3D-CADに付随する解析機能の有効性を検証し、実設計に耐えうるものか

調査したので報告する。

17:45-18:00 閉会

核融合科学研究所

技術副部長

林　浩己

平成30年度技術交流「有限要素法の構造解析技術」プログラム

平成31年3月1日（金）核融合科学研究所　シミュレーション科学研究棟１F会議室

一般講演

一般講演


